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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サイドエアバッグを備えた可動式アームレスト付き車両用シートにおいて、
　前記アームレストは、前記シートに対して、シートバックから車両前方に向かって延び
る使用位置と該使用位置から上方に回動した格納位置とに回動可動とされており、
前記アームレストの上部に、前記使用位置にあるときにおける前記アームレストの上方領
域に膨張展開可能な上方エアバッグが設けられており、
前記アームレストの下部に、前記使用位置にあるときにおける前記アームレストの下方領
域に膨張展開可能な下方エアバッグが設けられており、
前記シートのシートクッションの側部またはシートバックの下部に、前記使用位置にある
ときにおける前記アームレストの下方領域に膨張展開可能なシートエアバッグが設けられ
ており、
前記アームレストが前記使用位置にあるとき、前記上方エアバッグおよび前記下方エアバ
ッグが膨張展開するよう構成されるか、または前記上方エアバッグおよび前記シートエア
バッグが膨張展開するよう構成されており、
前記アームレストが前記格納位置にあるとき、前記下方エアバッグおよび前記シートエア
バッグが膨張展開するよう構成されている、車両用シート。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、サイドエアバッグを備えた可動式アームレスト付き車両用シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　実用新案登録第３０２８４９８号公報は、シートバック側部に可動式アームレストを備
えた車両用シートにおいて、アームレストの内部にサイドエアバッグ（以下、ＳＡＢとい
う）を収納したモジュールを装着し、側突時にＳＡＢによってアームレスト側面に形成し
た引き裂きラインを破裂（開裂）させて車両側部と乗員側部との間にＳＡＢを膨張展開さ
せる技術を開示している。
【０００３】
　しかし、従来構造には、つぎの問題点がある。
乗員の頭部から腰部までを保護可能な大容量のＳＡＢであり、かつアームレスト側面から
側方へ膨張展開させる構成である。このため、高速側突（６０ｋｍ／ｈ　ＳＵＶ側突）の
ように衝撃力が大きい側突では、車両のＢピラーやドアの侵入速度が速く、ＳＡＢを早期
に展開完了させることが困難である。また、アームレスト格納時においては、アームレス
ト使用時と異なり、ＳＡＢが展開したとしても乗員を広範囲にわたって保護することがで
きない。したがって、乗員保護性能の観点から改善の余地がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第３０２８４９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、従来に比べて乗員保護性能を向上できる、サイドエアバッグを備えた
可動式アームレスト付き車両用シートを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成する本発明はつぎの通りである。
（１）　本発明の、サイドエアバッグを備えた可動式アームレスト付き車両用シートでは
、前記アームレストは、前記シートに対して、シートバックから車両前方に向かって延び
る使用位置と該使用位置から上方に回動した格納位置とに回動可動とされている。
前記アームレストの上部に、前記使用位置にあるときにおける前記アームレストの上方領
域に膨張展開可能な上方エアバッグが設けられている。
前記アームレストの下部に、前記使用位置にあるときにおける前記アームレストの下方領
域に膨張展開可能な下方エアバッグが設けられている。
前記シートのシートクッションの側部またはシートバックの下部に、前記使用位置にある
ときにおける前記アームレストの下方領域に膨張展開可能なシートエアバッグが設けられ
ている。
前記アームレストが前記使用位置にあるとき、前記上方エアバッグおよび前記下方エアバ
ッグが膨張展開するよう構成されるか、または前記上方エアバッグおよび前記シートエア
バッグが膨張展開するよう構成されている。
前記アームレストが前記格納位置にあるとき、前記下方エアバッグおよび前記シートエア
バッグが膨張展開するよう構成されている。
 
【発明の効果】
【０００７】
　上記（１）の車両用シートによれば、つぎの効果を得ることができる。
アームレストの上部に上方エアバッグ、アームレストの下部に下方エアバッグが夫々設け
られ、シートクッションの側部またはシートバックの下部にシートエアバッグが設けられ
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ている。そのため、各エアバッグの容量を従来に比べて小さくできる。そのため、エアバ
ッグを従来に比べて早期に展開完了させることができる。
【０００８】
また、アームレストが使用位置にあるとき、上方エアバッグおよび下方エアバッグが膨張
展開するよう構成されるか、または上方エアバッグおよびシートエアバッグが膨張展開す
るよう構成されている。また、アームレストが格納位置にあるとき、下方エアバッグおよ
びシートエアバッグが膨張展開するよう構成されている。そのため、アームレストの位置
に応じて膨張させるエアバッグが切り替えられる。したがって、アームレストが使用位置
、格納位置のどちらに位置していても同様の乗員保護性能を確保でき、従来に比べて乗員
保護性能を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明実施例１の車両用シートの、アームレストが使用位置にありエアバッグが
膨張展開していない状態における模式側面図である。
【図２】本発明実施例１の車両用シートの、アームレストが使用位置にありエアバッグが
膨張展開した状態における模式側面図である。
【図３】本発明実施例１の車両用シートの、アームレストが使用位置にありエアバッグが
膨張展開した状態における模式正面図である。
【図４】本発明実施例１の車両用シートの、アームレストが格納位置にありエアバッグが
膨張展開した状態における模式側面図である。
【図５】本発明実施例１の車両用シートの、シートエアバッグがシートバックに設けられ
る場合における側面模式図である。
【図６】本発明実施例１の車両用シートの変形例を示す模式正面図である。
【図７】本発明実施例２の車両用シートの、アームレストが使用位置にありエアバッグが
膨張展開していない状態における模式側面図である。
【図８】本発明実施例２の車両用シートの、アームレストが使用位置にあり上方エアバッ
グおよび下方エアバッグが膨張展開した状態における模式側面図である。
【図９】本発明実施例２の車両用シートの、アームレストが使用位置にあり上方エアバッ
グのみが膨張展開した状態における模式側面図である。
【図１０】本発明実施例２の車両用シートの、アームレストが格納位置にありエアバッグ
が膨張展開した状態における模式側面図である。
【図１１】本発明実施例２の車両用シートの変形例を示す模式正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本発明実施例の車両用シートを、図面を参照して、説明する。図１～図６は、
本発明実施例１の車両用シートを示し、図７～図１１は、本発明実施例２の車両用シート
を示す。本発明実施例１，２にわたって共通する部分には、本発明実施例１，２にわたっ
て同じ符号を付してある。なお、図中、ＵＰは上方を示し、ＦＲは車両前方を示し、ＯＵ
Ｔは、車両外側を示す。
【００１３】
〔実施例１〕（図１～図６）
本発明実施例の車両用シート１０は、図１に示すように、サイドエアバッグ（以下、ＳＡ
Ｂともいう）３０を備えた可動式アームレスト２０付きの車両用シートである。
【００１４】
　シート１０は、運転席であってもよく、助手席であってもよく、後部座席であってもよ
い。シート１０は、乗員Ｐが着座するシートクッション１１と、シートクッション１１の
車両後側端部に配置され乗員Ｐの背もたれとして利用されるシートバック１２と、シート
バック１２より上方に設けられ乗員Ｐの頭部を車両後側から支持するヘッドレスト１３と
、を備える。
【００１５】
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アームレスト２０は、可動式のアームレストである。アームレスト２０は、シートバック
１２のサイドドア側（車両外側）の側面１２ａに回動可能に配設されている。アームレス
ト２０は、車幅方向から見たとき長尺状であり、一端部でシートバック１２に車幅方向に
延びる軸芯Ｐ１まわりに回動可能に支持されている。
【００１６】
アームレスト２０は、シート１０に対して、図１に示す使用位置２０ａと、図４に示す格
納位置２０ｂとに回動可能とされている。
【００１７】
使用位置２０ａは、図１に示すように、シートバック１２から車両前方に向かって延びて
おり、シートクッション１１と略平行な状態の位置である。アームレスト２０が使用位置
２０ａにあるとき、アームレスト２０は、シート１０の着座乗員Ｐ（たとえばＡＭ５０（
American Maleを１００人並べたときの小柄な方から５０番目）の成人男性、以下同じ）
の腹部と略同じ高さにある。このため、（ａ）乗員Ｐは、アームレスト２０を使用できる
。また、（ｂ）車幅方向から見たとき、アームレスト２０は乗員Ｐの胸部の下側にある。
【００１８】
格納位置２０ｂは、図４に示すように、使用位置２０ａから軸芯Ｐ１まわりに上方に回動
されてシートバック１２と略平行な状態の位置である。このため、アームレスト２０が乗
員Ｐの自動車への乗降を邪魔しないようになる。アームレスト２０が格納位置２０ｂにあ
るとき、アームレスト２０は、車幅方向から見ると乗員Ｐの胸部の車両後側にある。
【００１９】
　図１に示すように、アームレスト２０にＳＡＢ３０が設けられている。具体的には、ア
ームレスト２０に上方エアバッグ３１と下方エアバッグ３２が設けられている。
【００２０】
　上方エアバッグ３１は、アームレスト２０の上部に設けられている。「アームレスト２
０の上部」とは、使用位置２０ａにあるときにおけるアームレスト２０の上下方向中央よ
り上側にあるアームレスト部分である。上方エアバッグ３１は、使用位置２０ａにあると
きにおけるアームレスト２０の上面からアームレスト２０の上方領域に膨張展開可能であ
る。
【００２１】
　下方エアバッグ３２は、アームレスト２０の下部に設けられている。「アームレスト２
０の下部」とは、使用位置２０ａにあるときにおけるアームレスト２０の上下方向中央よ
り下側にあるアームレスト部分である。下方エアバッグ３２は、使用位置２０ａにあると
きにおけるアームレスト２０の下面からアームレスト２０の下方領域に膨張展開可能であ
る。
【００２２】
上方エアバッグ３１と下方エアバッグ３２は別体品である。上方エアバッグ３１と下方エ
アバッグ３２は、それぞれ、１個ずつ設けられている。上方エアバッグ３１と下方エアバ
ッグ３２は、それぞれ、折り畳まれた状態でアームレスト２０に収納されている。上方エ
アバッグ３１と下方エアバッグ３２は、それぞれ、側突時または側突予知時に図示略のイ
ンフレータから噴出されるガスにより膨張展開する。インフレータは、それぞれのバッグ
内などに独立して存在していてもよく、シートバック１２やシートクッション１１などに
配置され、各バッグ３１，３２にガスを供給してもよい。
以上の構成は、本発明実施例１だけでなく、本発明の他の実施例にも適用される。
【００２３】
　本発明実施例１では、さらに、シート１０にもＳＡＢ３０が設けられている。具体的に
は、図１に示すようにシートクッション１１のサイドドア側の側部、または、図５に示す
ようにシートバック１２の下部であってサイドドア側の側部に、シートエアバッグ３３が
設けられている。
【００２４】
「シートクッション１１のサイドドア側の側部」とは、シートクッション１１の幅方向中
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央よりサイドドア側（たとえばサイドドア側の端部）にあるシートクッション部分である
。ただし、「シートクッション１１のサイドドア側の側部」は、シートクッション１１の
外側でシートクッション１１のサイドドア側の側面１１ａに接触させて配設される場合も
含む。また、「シートバック１２の下部であってサイドドア側の側部」とは、使用位置２
０ａにあるアームレスト２０よりも下側にあり、シートバック１２の幅方向中央よりサイ
ドドア側（たとえばサイドドア側の端部）にあるシートバック部分である。ただし、「シ
ートバック１２の下部であってサイドドア側の側部」は、シートバック１２の外側で使用
位置２０ａにあるアームレスト２０よりも下側に位置する側面１２ａ部分に接触させて配
設される場合も含む。
【００２５】
シートエアバッグ３３は、使用位置２０ａにあるときにおけるアームレスト２０の下方領
域に膨張展開可能である。図４に示すように、シートエアバッグ３３は、シートクッショ
ン１１の側部に設けられる場合、上方へ膨張展開する。また、シートバック１２の下部に
設けられる場合、車両前方へ膨張展開する。シートエアバッグ３３は、上方エアバッグ３
１および下方エアバッグ３２とは別体品である。シートエアバッグ３３は、１個のみ設け
られている。シートエアバッグ３３は、折り畳まれた状態で収納されている。シートエア
バッグ３３は、側突時または側突予知時に図示略のインフレータから噴出されるガスによ
り膨張展開する。シートエアバッグ３３にガスを供給するインフレータは、バッグ内など
に独立して存在していてもよく、上下エアバッグ３１、３２にガスを供給するインフレー
タと同一であってもよい。
【００２６】
本発明実施例１では、アームレスト２０の位置に応じて、上記３つのエアバッグ３１，３
２，３３のどれが膨張展開するのか、切り替えられるようになっている。これは、アーム
レスト２０が使用位置２０ａ、格納位置２０ｂのどちらにあっても乗員Ｐを同様に保護す
るためである。具体的には、以下の（Ａ１）、（Ａ２）のようになっている。
【００２７】
（Ａ１）アームレスト２０が使用位置２０ａにあるとき
図２、図３に示すように、上方エアバッグ３１および下方エアバッグ３２が膨張展開する
よう構成されるか、または上方エアバッグ３１およびシートエアバッグ３３が膨張展開す
るよう構成されている。なお、図２、図３では、上方エアバッグ３１および下方エアバッ
グ３２が膨張展開する場合を示している。そのため、上方エアバッグ３１により乗員Ｐの
胸部を側方から保護できる。また、下方エアバッグ３２またはシートエアバッグ３３によ
り乗員Ｐの腰部を側方から保護できる。よって、ＳＡＢ３０により乗員Ｐの胸部から腰部
を保護できる。なお、膨張展開した際、上方エアバッグ３１と、下方エアバッグ３２また
はシートエアバッグ３３とは、互いに非接触となっており干渉し合うことは抑制される。
また、下方エアバッグ３２とシートエアバッグ３３の一方のみが膨張展開するため、両エ
アバッグ３２，３３が干渉し合うことは抑制される。
【００２８】
（Ａ２）アームレスト２０が格納位置２０ｂにあるとき
図４に示すように、上方エアバッグ３１は膨張展開しない。下方エアバッグ３２およびシ
ートエアバッグ３３が膨張展開するよう構成されている。格納位置２０ｂにあるアームレ
スト２０は車幅方向から見ると乗員Ｐの胸部の車両後側にあるため、膨張展開した下方エ
アバッグ３２により乗員Ｐの胸部（腹部を含んでいてもよい）を側方から保護できる。ま
た、シートエアバッグ３３により乗員Ｐの腰部を側方から保護できる。よって、上記（Ａ
１）と同様に、ＳＡＢ３０により乗員Ｐの胸部から腰部を保護できる。なお、膨張展開し
た際、下方エアバッグ３２およびシートエアバッグ３３は互いに非接触となっており干渉
し合うことは抑制される。
【００２９】
　ここで、本発明実施例１の効果を説明する。
アームレスト２０の上部に上方エアバッグ３１、アームレスト２０の下部に下方エアバッ
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グ３２が夫々設けられ、シートクッション１１の側部またはシートバック１２の下部にシ
ートエアバッグ３３が設けられている。そのため、各エアバッグ３１，３２，３３の容量
を従来に比べて小さくできる。そのため、エアバッグを従来に比べて早期に展開完了させ
ることができる。
【００３０】
アームレスト２０が使用位置２０ａにあるとき、上方エアバッグ３１および下方エアバッ
グ３２が膨張展開するよう構成されるか、または上方エアバッグ３１およびシートエアバ
ッグ３３が膨張展開するよう構成されている。また、アームレスト２０が格納位置２０ｂ
にあるとき、下方エアバッグ３２およびシートエアバッグ３３が膨張展開するよう構成さ
れている。そのため、アームレスト２０の位置に応じて膨張させるエアバッグが切り替え
られる。したがって、アームレスト２０が使用位置２０ａ、格納位置２０ｂのどちらに位
置していても同様の乗員保護性能を確保でき、従来に比べて乗員保護性能を向上できる。
【００３１】
上下エアバッグ３１，３２がアームレスト２０に設けられているため、両エアバッグ３１
，３２の膨張展開がアームレスト２０によって阻害されることを抑制できる。
【００３２】
シートエアバッグ３３がシートクッション１１の側部またはシートバック１２の下部に設
けられているため、シートエアバッグ３３の膨張展開がアームレスト２０によって阻害さ
れることを抑制できる。
【００３３】
本発明実施例１では、シート１０に着座している乗員Ｐを側突時に保護すべくＳＡＢ３０
（３１，３２，３３）がシート１０のサイドドア側に設けられる場合を説明したが、この
構成に限定されない。例えば、側突時にファーサイド乗員も保護すべく、図６に示すよう
にＳＡＢ３０（３１，３２，３３）と同様のＳＡＢ３０´（３１´，３２´，３３´）が
シート１０のサイドドアと反対側（車両内側）に設けられていてもよい。
【００３４】
〔実施例２〕（図７～図１１）
本発明実施例２が構成において本発明実施例１と異なる点は、図７に示すように、ＳＡＢ
３０が上方エアバッグ３１および下方エアバッグ３２のみであり、シートエアバッグ３３
を有さない点である。
【００３５】
本発明実施例２では、アームレスト２０の位置に応じて、２つのエアバッグ３１，３２の
どちらが膨張展開するのか、切り替えられるようになっている。これは、アームレスト２
０が使用位置２０ａ、格納位置２０ｂのどちらにあっても乗員Ｐを同じように保護するた
めである。具体的には、以下の（Ｂ１）、（Ｂ２）のようになっている。
【００３６】
（Ｂ１）アームレスト２０が使用位置２０ａにあるとき
図９に示すように上方エアバッグ３１のみが膨張展開するよう構成されるか、または、図
８に示すように上方エアバッグ３１および下方エアバッグ３２が膨張展開するよう構成さ
れている。そのため、上方エアバッグ３１により乗員Ｐの胸部を側方から保護できる。ま
た、下方エアバッグ３２が膨張展開するときには、下方エアバッグ３２により乗員Ｐの腰
部も側方から保護できる。なお、上下エアバッグ３１，３２の両方が膨張展開する場合、
膨張展開した上下エアバッグ３１，３２は互いに非接触となっており干渉し合うことは抑
制される。
【００３７】
（Ｂ２）アームレスト２０が格納位置２０ｂにあるとき
図１０に示すように、上方エアバッグ３１は膨張展開しない。下方エアバッグ３２のみが
膨張展開するよう構成されている。格納位置２０ｂにあるアームレスト２０は車幅方向か
ら見ると乗員Ｐの胸部の車両後側にあるため、膨張展開した下方エアバッグ３２により乗
員Ｐの胸部（腹部を含んでいてもよい）を側方から保護できる。よって、上記（Ｂ１）の
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上方エアバッグ３１と同様に、下方エアバッグ３２により乗員Ｐの胸部を保護できる。
【００３８】
　ここで、本発明実施例２の効果を説明する。
アームレスト２０の上部に上方エアバッグ３１、アームレスト２０の下部に下方エアバッ
グ３２が夫々設けられている。そのため、各エアバッグ３１，３２の容量を従来に比べて
小さくできる。そのため、エアバッグを従来に比べて早期に展開完了させることができる
。
【００３９】
アームレスト２０が使用位置２０ａにあるとき、上方エアバッグ３１のみが膨張展開する
よう構成されるか、または上方エアバッグ３１および下方エアバッグ３２が膨張展開する
よう構成されている。また、アームレスト２０が格納位置２０ｂにあるとき、下方エアバ
ッグ３２のみが膨張展開するよう構成されている。そのため、アームレスト２０の位置に
応じて膨張させるエアバッグが切り替えられる。したがって、アームレスト２０が使用位
置２０ａ、格納位置２０ｂのどちらに位置していても、乗員の胸部保護の点において同様
の保護性能を確保できる。
【００４０】
上下エアバッグ３１，３２がアームレスト２０に設けられているため、両エアバッグ３１
，３２の膨張展開がアームレスト２０によって阻害されることを抑制できる。
【００４１】
本発明実施例２では、シート１０に着座している乗員Ｐを側突時に保護すべくＳＡＢ３０
（３１，３２）がシート１０のサイドドア側に設けられる場合を説明したが、この構成に
限定されない。例えば、側突時にファーサイド乗員も保護すべく、図１１に示すようにＳ
ＡＢ３０（３１，３２）と同様のＳＡＢ３０´（３１´，３２´）がシート１０のサイド
ドアと反対側（車両内側）に設けられていてもよい。
【符号の説明】
【００４２】
１０　車両用シート
１１　シートクッション
１２　シートバック
１３　ヘッドレスト
２０　アームレスト
２０ａ　使用位置
２０ｂ　格納位置
３０　サイドエアバッグ
３１　上方エアバッグ
３２　下方エアバッグ
３３　シートエアバッグ
Ｐ　乗員
Ｐ１　軸芯
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